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P
r
e
-

｣O
m¶
｢

の
結
果
を
通
し
て
見
た

神
奈
川
大
学
学
生
の
短
期
英
語
研
修
の
成
果

は
じ
め
に

本
稿
は

一
九
九
二
年
冬
季
に
実
施
し
た
神
奈
川
大
学
学
生
の
米

国
カ
ン
ザ
ス
大
学
短
期
留
学
に
よ
る
英
語
研
修
の
成
果
を
､
出
発

前
お
よ
び
帰
国
後
に
実
施
し
た
P
re
-
T
O
E
F
L
(T
O
E
F
L
の
簡

略
版
)
の
結
果
を
通
し
て
検
証
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

カ
ン
ザ
ス
大
学
短
期
英
語
研
修
の
内
容

こ
の
研
修
の
概
要
を

一
九
九

一
年
実
施
の
第

一
回
平
塚
キ
ャ
ン

パ
ス
学
生
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
(経
営
学
部

･
理
学
部
対
象
)
で
は
'

次
の
よ
う
に
そ
の
内
容
を
説
明
し
て
い
る
｡

橋

本

光

憲

一
'
研
修
の
目
的

英
語
研
修
と
異
文
化
体
験
を
通
し
て
英
語
の
理
解
力
へ
表

現
力
を
高
め
る
と
共
に
ア
メ
リ
カ
社
会
と
文
化
に
対
す
る
理

解
を
深
め
'
個
性
の
函
養
'
視
野
の
拡
大
'
国
際
感
覚
の
育

成
お
よ
び
人
格
の
陶
冶
を
ね
ら
い
と
す
る
｡

二
､
研
修
の
場
所

州
立
カ
ン
ザ
ス
大
学
応
用
英
語
セ
ン
タ
ー

(
T
h
e

U
n
iv
ersity
o
f
K
an
sa
s
I
T
h
e
A

pp
tie
d

E
n
g
lis
h

C
e
n
te
r)

州
立
カ
ン
ザ
ス
大
学
は
合
計
三
十
の
学
位
を
与
え
'
学
生

数
二
万
八
千
名
を
有
す
る
総
合
大
学
で
あ
り
､
ア
メ
リ
カ
の

中
西
部
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
大
学
の
ひ
と
つ
で
あ
る
｡
キ
ャ
ン



パ
ス
は
カ
ン
ザ
ス
州
ロ
ー
レ
ン
ス
市
に
位
置
し
'
治
安

･
生

活

･
環
境
の
面
で
も
恵
ま
れ
た
所
で
あ
る
｡
ロ
ー
レ
ン
ス
市

と
平
塚
市
と
の
間
で
平
成
二
年
秋
'
姉
妹
都
市
の
調
印
が
結

ば
れ
た
｡
州
立
カ
ン
ザ
ス
大
学
と
神
大
と
の
関
係
は
交
換
留

学
等
を
通
じ
て
今
後
ま
す
ま
す
深
く
な
る
｡

応
用
英
語
セ
ン
タ
ー

(A
E
C
)
に
つ
い
て
は
後
述
｡

三
㌧
研
修
の
内
容

期
間
･･･-
約
四
週
間
､
他
に
冬
休
み

一
週
間

内
容
･････二

日
三
時
限

(各
六
十
分
)'
週
五
日

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
'
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
'
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
'

‥
‥
二
二
時
間
､
二
十

一
日
間
計
六
十
三
時
間

他
に
'
米
国
社
会
事
情
を
原
則
と
し
て
毎
日
六
十
分

～
九
十
分

指
導
教
員
-
-
A
E
C
所
属
教
員
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円

そ
の
他
滞
在
先
-
-
大
学
寮

(
ア
メ
リ
カ
人
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
)

募
集
人
員
-
‥
二
二
十
名
以
内

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
1
-
-
本
学
教
員
二
名
程
度
が
付
添
い

単
位
認
定
-
-
対
応
す
る
本
学
英
語
科
目
の
単
位
を
認
定

な
お
､
参
考
ま
で
で
あ
る
が
'
平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
こ
の
他

夏
季
に
米
国
ノ
ー
ス
･
ダ
コ
タ

(英
語
)'
中
国

･
上
海

(中
国

請
)
の
短
期
留
学
研
修
を
実
施
し
て
い
る
｡

P
r
e

⊥
〇m[｢
の
実
施
に
つ
い
て

研
修
参
加
者
が
二
十
名
を
上
廻
る
場
合
に
は
英
語
研
修
を
二
ク

ラ
ス
に
分
け
て
実
施
す
る
と
の
両
大
学
間
の
合
意
に
基
き
'

7
九

九

1
年
冬
の
第

1
回
で
は
独
自
に
問
題
を
作
成
し
て
試
験
を
行
っ

た
が
'
ク
ラ
ス
分
け
は
到
着
後
の
A
E
C
の
テ
ス
ト
に
任
せ
た
｡

一
九
九
二
年
の
第
二
回
で
は
作
間
負
担
の
軽
減
と
テ
ス
ト
に
よ

り
客
観
性
を
持
た
せ
る
こ
と
を
考
え
て
'出
発
前
の
事
前
研
修
(オ

リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
)
の

7
環
と
し
て
P
R
E
-
T
O
E
FL

(
T

O
E
F
L
の
簡
略
版
'
正
確
に
は
簡
易
版
)
を
参
加
申
込
者
に

受
験
さ
せ
た
の
で
あ
る
｡

T
O
E
FL
(ト
ウ
フ
ル
t
T
e
s
t
o
f
E
n
gtish

as
a
F
o
reign

L
an
g
u
age
)
は

｢外
国
語
と
し
て
の
英
語
試
験
｣
で
あ
り
､

一

九
六

1
年
に
誕
生
し
て
以
来
'
世
界
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
｡

ア
メ
リ
カ
'
カ
ナ
ダ
の
大
学
､
大
学
院
入
学
に
当
っ
て
は
大
学
で

お
よ
そ
五
〇
〇
～
五
五
〇
点
､
大
学
院
で
五
五
〇
～
六
〇
〇
点
の

得
点
が
要
求
さ
れ
る
｡
中
に
は
そ
れ
以
上
の
ス
コ
ア
を
要
求
す
る

と
こ
ろ
が
あ
る
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
試
験
で
あ
る
｡

P
re
I
T

O
E
F
L
(プ
レ
･
ト
ー
フ
ル
)
は
t
T
O
E
F
L
が
六
七
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七
点
満
点
'受
験
者
の
平
均
点
が
五

一
八
点
で
あ
る
の
に
対
し
て
､

五
〇
〇
点
満
点
'
平
均
点
三
九
〇
点
と
英
語
能
力
の
中

･
下
位
者

に
向
い
て
い
る
｡
問
題
は
T
O
E
F
L
ほ
ど
は
難
し
く
な
く
'
中

･

下
位
者
に
は
よ
り
理
解
し
や
す
く
'

当
て
づ
っ
ぽ
う
の
解
答
を
す

る
必
要
が
少
な
く
t
よ
り
客
観
的
な
結
果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
利

点
が
あ
る
｡
試
験
時
間
は
T
O
E
F
L
が

一
〇
五
分
で
あ
る
の
に
対

し
て
t
P
R
E
-
T
O

E
F
L
は
七
十
分
で
あ
る
.

T
O
E
F
L
の
問
題
作
成
､
採
点
は
米
国
政
府
の
委
託
を
受
け
た

E
d

ucatio
nalTe
stin
g
S
erv
ice

(
E
T
S
-
米
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン
所
在
)
で
行
わ
れ
る
｡
p
re
-
T
O
E
F
L

の
作
間
も
同
じ
く
E
T
S
で
行
わ
れ
る
が
､
採
点
は
日
本
の
場
合

は
日
本
の

TOE
ヨ
ー
事
務
所

(国
際
教
育
交
換
協
議
会
東
京
事
務

所

T
O
E
F
L
事
業
部
)
で
行
わ
れ
る
｡
P
re
-
T
O
E
F
L
の
難
点
は
'

ま
だ
普
及
度
が
不
十
分
な
た
め
年
間
数
回
程
度
に
受
験
機
会
が
限

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
｡

正
確
な
P
R
E
-
T
O
E
F
L
の
名
前
は
'
Le
v
et
2
-
T
O
E
F
L
ま

た
は

T
he
P
邑
im
in
ary
T
est
o
f
E
n
g
-ish
a
s
a
F
o
re-g
n

L
a
n
gu
ag
e
で
あ
り
'
プ
レ
･
ト
ー
フ
ル
は
通
称
で
あ
る
が
､
英

語
で
も
t
p
re
-
T
O
E
F
L
と
い
っ
た
方
が
理
解
さ
れ
や
す
い
｡

プ
レ

･
ト
ー
フ
ル
は

lntensiv
e

E
n
glish

course
(英
語
集
中

講
座
)
な
ど
の

ーanguage
p
ro
g
ram
s
へ
の

p-acem
ent
(
ク
ラ

ス
分
け
)
と
研
修
実
施
後
の
p
ro
gress
(進
歩
の
度
合
)
の
確
認

に
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
｡

内
容
は
T
O
E
F
L
と
同
じ
く
t

S
e
ctio
n
l

L
istemi.n
g
C
o
m
prehen
sion
(
ヒ
ア
リ
ン
グ
)

二
十
二
分
-

五
十
間

S
ectio
n
ZI

Stru
cture
and
W
ri
tte
n
E
x
pressio
n

(文
法
と
誤
文
訂
正
)
十
七
分
-

四
十
間

S
e
ctio
n
III
R
ead
in

gComprehen
sio
n

and
V
o
cabul
ar
y

(長
文
読
解
と
語
集
)
三
十

一
分
-
六
十
間

で
あ
り
'
解
答
は
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
で
､
日
本
の
T
O
E
F
L
事

務
所
に
送
る
と
'
二
週
間
以
内
に
結
果
が
還
元
さ
れ
る
｡
(個
人

別
､
学
籍
番
号
順

一
覧
表
'
成
績
上
位
順

一
覧
表
な
ど
)

P
r
e
⊥

O
E
rr実
施
結
果
の
比
較

さ
て
t
p
re
-
T
O
E
F
L
の
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
テ
ス
ト
問
題

は
原
則
的
に
非
公
開
と
さ
れ
て
い
る
の
で
'
こ
れ
以
上
の
説
明
は

難
し
い
｡
ま
た
'
帰
国
後
の
P
re
l
T
O
E
F
L
実
施
結
果
は

T
he

A
p
p
lied
E
n
gl
ish
C
enter
の
研
修
結
果
を
ふ
ま
え
て
説
明
す
べ

き
で
あ
る
が
､
便
宜
的
に
ま
ず
結
果
を
先
に
示
す
こ
と
に
す
る
｡

な
お
'
テ
ス
ト
受
験
者
は
試
験
実
施
前
に

E
xam
inee

H
andbook
(a
nd
A
dm
ission
Fom
)を
入
手
し
て
'
受
験
要

領
を
理
解
し
練
習
問
題

(p
ractice
Q
uestions-
E
x
am
p
te
)
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を
自
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡

こ
こ
で
断
っ
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
の
は
t
P
re
I
T
O
E
F
L

の
採
点
方
法
で
あ
る
｡
別
表
の
中
で
セ
ク
シ
ョ
ン
別

(Ⅰ
'
Ⅱ
､

Ⅲ
)
の
得
点
の
中
に
50
点
の
も
の
が
い
る
が
'
こ
れ
は
決
し
て
満

点
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
｡
Ⅰ

(ヒ
ア
リ
ン
グ
)
で
は
三
十
間
中

正
解
が
ゼ
ロ
で
も
27
点
､
ミ
ス
が
五
間
あ
っ
て
も
50
点
の
得
点
が

取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
場
合
は
少
し
理
解

で
き
る
ま
で
に
も
時
間
が
か
か
る
か
ら
'
基
礎
点
が
高
く
な
っ
て

い
る
｡
Ⅱ
(文
法
と
誤
文
訂
正
)で
は
二
十
五
間
中
正
解
が
ゼ
ロ
で
も
23

点
'
ミ
ス
が

1
間
あ
っ
て
も
50
点
取
れ
る
｡
Ⅲ

(長
文
読
解
と
語

秦
)
で
は
四
十
間
中
正
解
が
ゼ
ロ
で
も
22
点
'
ミ
ス
が
四
間
あ
っ

て
も
50
点
取
れ
る
｡
こ
の
採
点
ス
ケ
ー
ル
は
T
O
E
F
L
に
も
共
通

す
る
考
え
方
で
あ
る
｡

神
奈
川
大
学
と
カ
ン
ザ
ス
大
学
の
交
流
協
定
は
そ
の
後
横
浜
キ

ャ
ン
パ
ス
を
含
め
た
全
学
部
対
象
の
協
定
と
な
り
'

1
九
九
二
年

の
第
二
回
は
参
加
人
員
二
十
四
名
中
'
経
営
学
部
学
生
は
男
子
十

名
'
女
子
七
名
の
合
計
十
七
名
で
あ
っ
た
｡
(別
表
の
学
生
棚
の

※
印
)
他
学
部
学
生
に
つ
い
て
は
参
加
人
点
が
限
ら
れ
て
い
て
'

学
部
名
を
示
す
と
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
し
か
ね
な
い
の

で
'
二
回
の
P
re
-
T
O
E
F
L
実
施
結
果
の
学
部
別
分
析
は
経
営

学
部
学
生
に
限
定
し
た
｡

出
発
前
テ
ス
ト
実
施
日

1
九
九

1
年
十
二
月
二
十
日

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

英
会
話
'
渡
航
､
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
'
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
注

意
を
含
め
て
八
回
程
度

旅
行
期
間

一
九
九
二
年
二
月
十
六
日
～
三
月
二
十
九
日

う
ち
研
修
期
間

実
質
四
週
間

(
二
十
三
日
)

帰
国
後
テ
ス
ト
実
施
日

1
九
九
二
年
四
月
三
日

四
週
間
程
度
の
短
期
英
語
研
修
(授
業
時
間
数

六
十
三
時
間
)

と
い
う
限
界
は
あ
る
が
'
語
学
留
学
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
に
加
え

た
収
穫
も
期
待
で
き
る
｡
ま
た
'
英
語
研
修
の
内
容
と
学
生
の
受

講
状
況
な
ど
も
検
討
し
な
け
れ
ば
'
研
修
成
績

(評
価
)
と
の
相

関
性
も
正
し
く
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡
テ
ス
ト
自
身
も
ど
れ

だ
け
正
確
に
そ
れ
ら
の
成
果
を
反
映
で
き
る
か
と
い
う
問
題
も
あ

る
が
'
そ
れ
ら
を
す
べ
て
捨
象
し
て
'
ひ
と
ま
ず
は
テ
ス
ト
結
果

を
観
察
し
て
み
よ
う
｡

な
お
､
p
re
I
T
O
E
FL
の
信
頼
度
は
S
ection
I
で
76
%
t

S

ection
ll
で
80
%
t
s
ection
lII
で
85
%
で
は
あ
る
が
､
全

体
で
は
91
%
と
高
い
と
さ
れ
て
い
る
｡
そ
し
て
'
全
体
で
の
誤
差

は
12
･
4
点
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
個
人
別
に
は
12
点
前
後
の

上
下
に
は
特
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
い
い
の
で
あ
る
が
'
こ
こ
で
は

1
応
点
数
を
素
直
に
受
け
と
る
こ
と
と
し
よ
う
｡
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一
'
全
体
の
得
点
の
上
下

Ⅲ
合
計
点
で
四
〇
六
点
で
あ
っ
た
も
の
が
'
四
二
二
点
と

一

六
点
上
昇
し
た
の
は
'
受
講
の
成
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
｡

な
お
'
本
テ
ス
ト
の
受
験
者
の
平
均
得
点
は
三
九
〇
点
で

あ
る
か
ら
'
神
奈
川
大
学
生
は
平
均
比
三
二
点

(受
講
終
了

後
で
)
高
い
実
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
｡

S
経
営
学
部
学
生
十
七
名
は
'
平
均
三
九
七
点
で
あ
っ
た
も

の
が
'
四
一
二
点
へ
と

一
五
点
上
昇
し
た
｡

非
経
営
学
部
学
生
七
名
は
､
平
均
四
二
七
点
と
経
営
学
部

学
生
よ
り
も
高
か
っ
た
.
帰
国
時
点
で
は
四
四
三
点
と

一
六

点
の
上
昇
で
あ
っ
た
｡

二
㌧
グ
ル
ー
プ
別
の
得
点
の
上
下

Ⅲ
｢上
｣
グ
ル
ー
プ
は
'
平
均
四
三
九
点
で
あ
っ
た
も
の
が
'

帰
国
時
点
で
は
四
五
五
点
と

一
六
点
の
上
昇
で
あ
っ
た
｡

吻
｢中
｣
グ
ル
ー
プ
は
'
平
均
三
七
三
点
と
本
テ
ス
ト
の
受

験
者
の
平
均
得
点
三
九
〇
点
比
や
や
低
か
っ
た
が
'
帰
国
時

点
で
は
三
八
九
点
と

一
六
点
上
昇
し
'
全
受
験
者
平
均
と
殆

ど
同
じ
ま
で
向
上
し
た
｡

三
､
個
人
別
得
点
と
A
E
C
研
修
評
価
と
の
相
関
性

Ⅲ
｢上
｣
グ
ル
ー
プ

A
は
す
で
に
高
位
に
あ
り
'
研
修
評
価
も
A
と
良
か
っ
た
｡

B
は
か
な
り
の
上
昇
を
示
し
た
が
'
米
国
社
会
事
情
を
含
め
た

A
E
C
の
評
価
は
今

一
歩
で
あ
っ
た
｡

C
は
三
〇
点
上
昇
と
進
歩
が
見
ら
れ
t
A
E
C
評
価
も
良
好
｡

D
は
得
点
上
昇
t
A
E
C
評
価
も
良
好
｡

E
は
四
三
点
上
昇
と
伸
び
が
大
き
い
｡
A
E
C
評
価
も
良
好
｡

F
は
二
三
点
の
下
降
｡
A
E
C
評
価
は
ま
ず
ま
ず
｡

G
は
得
点
に
あ
ま
り
変
化
な
し
｡
A
E
C
評
価
は
良
好
｡

H
は
得
点
は
若
干
上
昇
｡
A
E
C
評
価
は
良
好
｡

Ⅰ
は
得
点
が
多
少
低
下
｡
A
E
C
評
価
も
今

一
歩
で
あ
っ
た
｡

1
は
得
点
上
昇
､
A
E
C
評
価
も
ま
ず
ま
ず
｡

K
は
六
〇
点
上
昇
と
受
講
者
中
最
高
の
伸
び
で
t
A
E
C
評
価

も
A
と
良
か
っ
た
｡

L
は
得
点
も
か
な
り
上
昇
し
t
A
E
C
評
価
も
良
好
｡

グ
ル
ー
プ
十
二
名
中
で
得
点
下
降
者
は
二
名
で
あ
っ
た
｡

Ŝi
｢中
｣
グ
ル
ー
プ

M
は
得
点
は
若
干
上
昇
し
た
が
t
A
E
C
評
価
は
今

一
歩
｡

N
は
得
点
が
多
少
上
昇
t
A
E
C
評
価
も
良
好
｡

0
は
三
〇
点
の
上
昇
､
A
E
C
評
価
も
良
好
｡

p
は
得
点
が
多
少
低
下
t
A
E
C
評
価
も
今

一
歩
で
あ
っ
た
｡

Q
は
三
四
点
の
上
昇
と
進
歩
が
認
め
ら
れ
t
A
E
C
評
価
も
良

好
で
あ
っ
た
｡

R
は
得
点
は
若
干
上
昇
｡
A
E
C
評
価
は
良
好
｡

S
は
四
七
点
上
昇
と

｢中
｣
グ
ル
ー
プ
で
最
高
の
伸
び
で
'
全

体
で
も
二
位
の
伸
び
｡
A
E
C
評
価
も
良
好
で
あ
っ
た
｡

T
は
二
三
点
の
下
降
で
あ
る
が
t
A
E
C
評
価
は
良
好
で
あ
っ
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国際経営フォーラムNo.4

P 0 N M L K ∫ Ⅰ H G F E D C B A 学
※ 栄 栄 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 坐

40 40 40 40 41 43 45 43 36 45 41 44 50 43 48 50 Ⅰ プ(レ也 .発 ト前一､Jフル

39 39 40 42 41 40 40 40 50 42 50 48 42 50 44 46 Ⅱ

36 37 39 38 41 42 41 44 43 42 42 42 42 42 47 50 Ⅲ

383387397400410417420423430430443447447450463487 Aド:I計

39 39 41 38 48 43 41 41 45 42 42 50 47 47 45 48 Ⅰ プ(レ棉 .国ト後 ーーフル

36 41 42 44 41 50 46 41 42 41 44 49 46 49 49 50 Ⅱ

36 45 40 40 41 50 43 42 46 47 40 48 46 48 50 49 Ⅲ

370417410407433477433413443433420490463480480490 Arコ計

-13+30+13+7+23+60+13-10+13+3-23+43+16十30十17+2 上下 AEI計点申 中 中 中 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 グループ

た
｡U
は
得
点
に
あ
ま
り
変
化
は
な
し
｡
A
E
C
評
価
は
良
好
｡

V
は
三
三
点
上
昇
と
進
歩
が
認
め
ら
れ
t
A
E
C
評
価
は
A
と

良
か
っ
た
｡

W
は
二
四
点
上
昇
｡
A
E
C
評
価
は
良
好
｡

Ⅹ
は
三
〇
点
上
昇
｡
A
E
C
評
価
は
ま
ず
ま
ず
｡

グ
ル
ー
プ
十
二
名
中
で
得
点
下
降
者
は
三
名
で
あ
っ
た
｡

両
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
個
人
別
得
点
の
上
下
と
A
E
C
研
修
評

価
の
相
関
度
は
か
な
り
高
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
｡

Ⅹ W Ⅴ U T S 氏 Q
※ 栄 栄 ※ ※ ※ ※

36 36 33 37 37 42 44 36

34 35 36 38 40 36 33 38

31 35 38 34 34 34 35 41

337353357363370373373383

40 37 39 36 36 46 42 46

33 36 41 36 34 41 36 39

37 40 37 36 34 39 36 40

367377390360347420380417

+30+24+33 - 3-23+47+7+34

申 中 申 中 中 中 中 中

(注
)
Ⅰ

ヒ
ア
リ
ン
グ
'
Ⅱ

文
法
'
Ⅲ

リ
ー
デ
ィ
ン
グ

※
印

経
営
学
部
学
生
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Pre-TOEFLの結果を通して見た神奈川大学学生の短期英語研修の成果

｣
he
App
〓

ed
mコg
〓
sh
Ceコ
te｢
(AmC)
で
の
研
修
内
容

A
E
C
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
､
当
大
学
生
の
た
め
の

3

inten
siveE
ng
lis
h

study

8

cul
tur
atenri
c
hme
nt
activ
i
tie
s

で
あ
る
と説

明
し
て

いる
｡

コ
ー
ス
･
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
三
時
間
の
教
室
内
の
英
語
技
量

(
r

ead
in
g
,
W
ri
t
ing.
speakin
g
and
u
n
d
erstan
d
in
g
)
1
英
語

構
文
の
使
い
方
の
練
習
を
土
'

日
を
除
き
毎
日
実
施
す
る
O
そ
れ

と
毎
週
四
時
間
半
を
Am

eri
Can
Society
(米
国
社
会
)
を
テ
ー

マ
に

一
時
間
半
を
ゲ
ス
ト
の
講
演
に
当
て
､
残
り
三
時
間
は
講

義

･
討
論
に
当
て
る
｡

残
り
の
一
時
間
半
は
ex
c
hanges
(意
見
交
換
-
カ
ン
ザ
ス
大

学
生
'
大
学
院
生
'
教
員
'
中
高
生
'
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
'
研
究
所

員
な
ど
と
)
ま
た
は

field
trip
(現
場
見
学
-
地
元
企
業
'
工

場
'
研
究
所
な
ど
)
に
当
て
る
も
の
で
あ
る
｡

A
E
C
は
'
こ
の
他
に
学
生
寮

へ
の
入
居

(極
力
ア
メ
リ
カ
人

の
ル
ー
ム
メ
ー
ト
を
探
す
)
も
担
当
し
て
い
る
｡
学
生
寮
は
先
方

の
春
休
み

(
一
九
九
二
年
の
場
合
は
三
月
七
日
か
ら
十
四
日
)
の

間
閉
鎖
さ
れ
る
の
で
'
そ
の
間
小
旅
行
'
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
を
入

れ
た
が
'
明
年
は
春
休
み
期
間
が
繰
下
げ
ら
れ
る
の
で
'
研
修
期

間
を
繰
上
げ
て
春
休
み
前
に
終
了
す
る
よ
う
変
更
す
る
予
定
で
あ

る
｡

お
わ
り
に

以
上
に
よ
り
四
週
間
程
度
の
短
期
英
語
研
修
で
も
現
地
留
学
は

そ
れ
な
り
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
'
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
お
け
る
在
外
学
習
-
海
外
実
習
の
意
義
を
語
学
研
修
の
面
で
は

検
証
で
き
た
と
思
わ
れ
る
｡

な
お
t
P
r
e
l
T
O
E
FL
は
今
回
試
験
的
に
実
施
し
た
が
'
費

用

二

人

一
回
二
㌧
二
六
〇
円
)､
手
間
を
考
え
'
今
後
は
A
E
C

側
提
供
の
問
題
に
よ
る
事
前
テ
ス
ト

(ク
ラ
ス
別
け
資
料
を
兼
ね

る
)
の
実
施
に
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
｡

(は
し
も
と

･
み
つ
の
り
/
経
営
学
部
助
教
授
)
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